
敦賀署通信（令和７年８月号）

令和７年８月12日、第523回福井地方最低
賃金審議会にて、現行の福井県最低賃金
１時間984円を1,053円（69円の引き上げ）
に改正するよう答申がなされました。
本金額は、国の審議会が示した目安（63

円）を６円上回り、過去最大の引き上げ額で、
初めて1,000円を超えました。
今後、福井労働局長は同審議会の答申を公

示し、異議申し立てなどの所定の手続きを経
て発効される予定です（発効予定日︓令和７
年１０月８日）。

福井県最低賃金を1,053円とする
よう福井労働局長に答申がなされました。

今月のトピック

敦賀労働基準監督署からのお知らせ
労働安全衛生の電子申請手続きの促進に
向けて新たにマニュアルを作成しました︕

令和７年１月１日より、労働安全衛生関係の一部手続
が原則電子申請により行うことが義務付けられました。
この中で、多数の事業場様から「義務化された報告以
外の手続きも電子申請でできないのか」、「e-Govで電
子申請をしようと思うが手続き名が見つからない」等の
問い合わせをいただき、新たにマニュアル（２種類）を
作成しました。
電子申請による手続きは、開庁時間外での申請が可能
である、郵送費がかからない等様々なメリットがありま
すので、この機会に電子申請デビューしてみませんか︖

９月は、全国労働衛生
週間準備期間です。
詳細は、次ページのリーフレットを

参照してください。



健康診断はやりっぱなしになっていませんか︕ ～漏れのない事後措置を～

スペシャルトピック

始めに・・・
毎年10月１日から10月７日は、全国労働衛生週間（９月１日から９月30日は、その準備期

間）が実施され、労働者の健康管理や職場環境の改善など、労働衛生に関する意識を高め、職場での
自主的な活動を促して労働者の健康を確保することなどを目的に、
昭和25年から毎年実施しており今年で76回目になります。
令和７年度のスローガンは、

ワーク･ライフ･バランスに意識を向けて
ストレスチェックで健康職場

となっています。
準備期間中は、重点事項をはじめとして、日常の労働衛生活動の

総点検を行いましょう︕
詳細は、次ページ以降のリーフレットをご確認ください。

さて、皆さんは、健康診断は何のために毎年実施しているか考えたことがありますか︖
なんとなくやっている、やらされている…と考えている方もいらっしゃるのではないでしょうか。

健康診断の目的は、労働者の健康を守ることにあり、単に健康診断を受けさせただけでは、そ
の目的は達成されず、適切な事後措置（以下に記載の基本の流れを参照）を講じて管理することで初
めて達成されるものです（労働安全衛生法でもその取組みが義務付けられています）。
事後措置には、健康診断の結果、異常な所見があると診断された労働者について、当該労働者の健

康を保持するために必要な措置に係る意見を医師より聴取し、必要に応じて①就業場所の変更、②作
業の転換、③労働時間の短縮、④深夜業の回数の減少等の措置を講ずる等適切な措置を講ずることが
求められています。労働者数50人未満の事業場では、以下の福井産業保健総合支援センターを活用
して無料で医師の意見を聴取することができますのでご活用していただき、漏れなく対応を進めま
しょう。

図１ 労働衛生旗

福井産業保健総合支援センター
の案内リーフレット

本題

労働者が安心して働ける健康状態にあるか確認することは非常に大切です︕

監督指導時も措置漏れが多く認められています︕






